


家から出火！ 
『 　　　　　』に 
加入していなければ 
7マス戻る 

交通事故にあう 
『　　　　　』に 
加入していなければ 
スタートに戻る 

「CSR室」新設 
企業の社会的責任（ＣＳ
Ｒ）に関する取組みを強
力に推進することを目的
として設置 

独立行政法人日本貿易保険
との業務提携により貿易保険
の販売業務受託を開始 

輸出企業の経営を大きく左右する信用リスク、
カントリーリスクを補償する貿易保険を販売 

 

環境ISO14001
全国認証を取得 
「全国の日本興亜
損保拠点および子
会社・関連会社」
を対象とする環境
ISOの全国認証を
取得 

 

｢ロジスティクス
セミナー｣ 開催 
トラック運送事
業者を対象とし
て「安全性評価
事業」と「グリー
ン経営」をテーマ
に開催 
 

原
・す

・新

中期経営計画 

START

7 
月 

4 
月 

6 
月 

・マイホームやお店の補償 

・満期返れい金による貯蓄機能 

リスク
細分型

自動車
保険 

5 
月 

8 
月 

選 ば れ

信 頼 さ

企 業 を

目 指 し

予想もつか
ない世の中

だから。 

予想もつか
ない世の中

だから。 

確 か な 安
心 と 信 頼

を お 届 け
す るた め

に 私 たち
が お 伝 え

した い こ
と  



病気治療のため入院 
『　　　　　』に 
　加入していなければ 

1回休み 

第１２回日本興亜
損保ＰＬセミナー開催 

「中国のPL事情～実
務的見地から～」をテー
マに実務面から解説 

　スポーツ中にケガ 
 『　　　』に 

　加入していなければ 
　　5マス戻る 

グ ル ー プ 中 核 会 社
家族を支える安心ブランド 
日本興亜生命は 
笑顔に満ちた暮らしのために 
お客様ひとりひとりに合わせた 
安心をご提供いたします。 

お客さまの安全で快適な 
カーライフを補償 

原点からの再出発 
・すべてをゼロベースで見直そう。 

・新しい価値観を創り出そう。 

10 
月 新商

品 

・加入
時の
保険
料で
一生
涯補
償 

・3年
間健
康な
場合
にお
楽し
みの

ある
プラ
ンを
ご用
意！ 

あな
たの
一生
涯を
 

支え
る医

療保
険 

 

NEW
STAGE

11 
月 

NIPPONKOA MONITOR VISION

9 
月 

ば れ 、 

頼 さ れ る  

業 を  

指 し て  

新商品 

・補償内容をわかりやすく表示 

 （パーソナル保険証券） 

・お客様専用の約款をお届け 

 （オーダーメイド約款） 

日常のケガや事故に 

備える傷害総合保険  

◆グリーン経営認証取得支援サービス 
　環境に配慮したトラック事業者を支援 

◆事業継続（ＢＣ）総合支援サービス 
　緊急事態発生時に企業に求められる『事業継続』を 
　総合的に支援 
◆SEARCH－e（サーチ・イー）配信サービス 
　企業向けリスクマネジメント情報を電子メールで配信 
 

サービス開始！ 

12 
月 



N I P P O N K O A  I N S U R A N C E中間決算の概要  

第６２期中間 
（平成17年度中間） 

第６１期中間 
（平成16年度中間） 

第６２期中間 
（平成1７年度中間） 

4,000

3,500

3,000

0
第６２期中間 

（平成17年度中間） 
第６１期中間 

（平成16年度中間） 

300

200

100

0

自動車損害 
賠償責任保険 
15.3% その他 

11.8%
火災保険 
14.2%

海上保険 
2.5%

傷害保険 
9.0%

自動車保険 
47.2%

3,606
3,664

中間決算の概要 

経常利益 中間純利益 

1

204

104

正味収入保険料種目別増収率（第６２期中間） 

火  災 

△1.7%
海  上 

+5.9%
傷  害 

△2.6%

自動車 

△ 1.3%
自賠責 

△4.7%
その他 

+0.9%

 

29

71

正味収入保険料（億円） 

保険引受利益（億円） 

経常利益（億円） 

中間純利益（億円） 

１株当たり中間純利益（円） 

総資産（億円） 

株主資本（億円） 

株主資本比率（％） 

１株当たり株主資本（円） 

株主資本中間純利益率（%） 

3,664

△ 67

29

71

8.69

32,393

5,633

17.4

684.18

1.2

第61期中間 
（平成16年度中間） 

3,606 

65 

204 

104 

12.89 

33,497 

6,772 

20.2 

832.74 

1.7

第62期中間 
（平成17年度中間） 

合 計 
増収率 

△1.6%

中間単体財務情報ハイライト 種目別販売状況 

正味収入保険料 （単位：億円） 経常利益／中間純利益 （単位：億円） 正味収入保険料種目別構成比 

1
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N I P P O N K O A  I N S U R A N C Eトピックス  

トピックス 

企業の明日をバックアップする 

『事業継続総合支援サービス』スタート！ 

いきいきと活躍できる働きがいのある職場環境をつくる 

『仕事と子育てとの両立支援制度』実施！ 

新商品登場！ 

『終身メディコ』『安心BOX』発売！！ 
 

　大地震発生をはじめとしたさまざまな緊急事態

への危惧が高まる中、多くの企業が取り組んで

いる非常災害対策からさらに歩を進めた「事業

継続」をサポートする「事業継続総合支援サー

ビス」をスタートさせました。 

　このサービスは、当社がこれまでに提供してきた

リスクコンサルティングのノウハウとネットワークを

結集し、大地震、大規模システム障害など、さまざ

まな緊急事態発生に備えた企業の事業継続を総

合的に支援するサービスです。 

　取組の現状分析から、BCP（Bus iness  

Continuity Plan=事業継続計画）の策定、BCM

（Business Continuity Management=事業継

続管理）態勢の構築支援、さらには緊急時に

BCPが適正に機能するかを検証するための訓練・

シミュレーションまで総合的に支援します。 

　年齢が上がっても保険料が上がらず、病気やケガに

よる入院・手術を一生涯補償する終身型の医療保険『終

身メディコ』を2005年10月に発売いたしました。60歳以

降の補償日数が加入時の2倍となる「支払限度日数改

変タイプ」や、3年間ご健康な場合にお楽しみのある「無

事故割引プラン」及び「無事故ボーナスプラン」をご

用意いたしました。 

　12月には傷害総合保険『安心BOX』を発売いたしま

した。ご契約時にお客様に選択いただいたタイプ等に

より普通保険約款自体が可変する「オーダーメイド約款」

の導入など保険のわかりにくさの解消に取り組み、また、

新しい補償として「部位・症状別傷害保険金」及び「熱

中症危険追加担保特約」を新設いたしました。 

　当社では、今後も商品ラインアップの充実を図り、お

客様に広くご提供してまいります。 

 

　当社では、男女という性差を超えて、すべての

社員が実力本位でいきいきと活躍できる企業風土

（職場環境）を構築していくことが大切であると考え、

『Lady,Go！プロジェクト』を立ち上げ、取り組んで

まいりました。 

　さらにこの度、結婚・出産・育児という大きな生

活環境の変化の後も、社員が持てる力を存分に

発揮できるように、『仕事と子育てとの両立支援

制度』を展開いたします。 

　このことは、少子化という日本全体が直面す

る課題に対し、一企業としての社会的責任（CSR）

を果たす観点からも重要であると考えております。 

Topics 1

Topics 2

Topics 3
●本制度の概要 

2

●サービス構成の全体図 

現状 
分析 

BCM 
態勢 
構築 
支援 

●BCM現状分析レポート 
●BCPテスト支援 

アンケート式による取組の現状分析、 
策定済のBCPの実効性検証 

●各種ツールのご提供 
●BCP策定支援 
●BCP定着化・改善支援 
●地震脆弱性診断 

BCM態勢構築のための 
具体的なソリューション 

※赤字は有料のサービスです 

育児に専念できる環境づくり 

子育てしながら安心して働ける 
環境づくり 

やむを得ず退職しても復帰できる 
環境づくり 
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N I P P O N K O A  I N S U R A N C EN I P P O N K O A  I N S U R A N C Eトップメッセージ  

トップメッセージ 13

株主のみなさまには、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。

平素は格別のご支援を賜り厚く御礼申し上げます。 

ここに、当社第62期中間期（平成17年4月1日から平成17年9月30日

まで）における事業の概況をご報告申し上げます。 

当社では平成16年4月から2年間の中期経営計画「from ZERO－

原点からの再出発」をスタートさせ、残すところ3か月余りとなりました。

この間、営業態勢の強化、お客様対応力の向上、多様なニーズに対

応した新商品の開発に努めるとともに、「そんぽ24損害保険株式

会社」や「ゼスト・アセットマネジメント株式会社」を子会社化するなど、

日本興亜保険グループの収益力の一層の向上を目指して取り組ん

でまいりました。最終年度となる平成17年度におきましては、日本興

亜保険グループ全体の「収益力の強化」を至上命題として、収入保

険料の拡大、損害率の改善、コスト構造の抜本的改善及び資産運

用収益の拡大に全力で取り組んでおります。その結果、当上半期に

おきましては、経常利益204億円（前年同期比175億円の増加）、中

間純利益104億円（同33億円の増加）を計上することができました。 

なお、当社は、平成17年11月、一部のお客様に対して費用保険金等

のお支払漏れが生じていたことに関し、保険業法による業務改善命

令を受けました。かかる事態を生じさせましたことは誠に遺憾であり、

謹んでお詫び申し上げます。当社といたしましてはこの事実を真摯

に受け止め、今後同様な事案の再発を根絶するため、経営管理（ガ

バナンス）態勢の改善･強化、お客様に対する説明態勢や商品開発

態勢の見直し・整備及び支払管理態勢の検証・見直しを実施し、再

発防止に努めてまいります。 

中期経営計画「from ZERO－原点からの再出発」の完遂を目指し

全社一丸となって取り組んでまいりますので、株主のみなさまには、今

後とも変らぬご支援を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。 

取締役社長　松澤　建 

message
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N I P P O N K O A  I N S U R A N C E

金　　額 科　　目 

第６１期中間 
（平成１６年９月３０日現在） 

第６２期中間 
（平成１７年９月３０日現在） 

（資産の部） 
現 金 及 び 預 貯 金  
コ ー ル ロ ー ン  
買 入 金 銭 債 権  
金 銭 の 信 託  
有 価 証 券  
貸 付 金  
不 動 産 及 び 動 産  
そ の 他 資 産  
貸 倒 引 当 金  
投 資 損 失 引 当 金  
 
 
 
 
 
 
資 産 の 部 合 計  

129,775
13,000
20,646
50,778

2,364,522
354,152
150,892
165,538
△ 7,370
△ 2,549

3,239,386

152,023 
5,000 

21,959 
59,808 

2,508,905 
314,435 
140,205 
155,896 
△ 5,389 
△ 3,062 

3,349,781

金　　額 科　　目 

第６１期中間 
（平成１６年９月３０日現在） 

第６２期中間 
（平成１７年９月３０日現在） 

（負債の部） 
保 険 契 約 準 備 金  
そ の 他 負 債  
退 職 給 付 引 当 金  
賞 与 引 当 金  
特 別 法 上 の 準 備 金  
（ 価 格 変 動 準 備 金 ） 
繰 延 税 金 負 債  

負債の部合計 
（資本の部） 

資 本 金  
資 本 剰 余 金  
利 益 剰 余 金  
（ 中 間 未 処 分 利 益 ） 
そ の 他 有 価 証 券 評 価 差 額 金  
自 己 株 式  

資本の部合計 
負 債 及 び 資 本 の 部 合 計  

2,546,454
73,826
38,216

6,248
10,472

(10,472)
829

2,676,047

91,249
46,703

155,100
(15,424)
275,656
△ 5,370
563,338

3,239,386

2,479,359 
73,142 
39,324 

6,107 
14,169 

(14,169)
60,457 

2,672,561 

91,249 
46,704 

166,843 
(21,110)
384,447 
△ 12,024 

677,220 
3,349,781 

金　　額 科　　目 

第６1期中間 
（平成１６年４月１日～平成１６年９月３０日） 

第６２期中間 
（平成１７年４月１日～平成１７年９月３０日） 

経 常 収 益  
保 険 引 受 収 益  
（ う ち 正 味 収 入 保 険 料 ） 
資 産 運 用 収 益  
（ う ち 利 息 及 び 配 当 金 収 入 ） 
そ の 他 経 常 収 益  
経 常 費 用  
保 険 引 受 費 用  
（ う ち 正 味 支 払 保 険 金 ） 
（ う ち 損 害 調 査 費 ） 
資 産 運 用 費 用  
営 業 費 及 び 一 般 管 理 費  
そ の 他 経 常 費 用  
経 常 利 益  
特 別 利 益  
特 別 損 失  

税 引 前 中 間 純 利 益  
法 人 税 及 び 住 民 税  
法 人 税 等 調 整 額  
中 間 純 利 益  
前 期 繰 越 利 益  
中 間 未 処 分 利 益  

484,429
456,719

(366,461)
26,021

(24,215)
1,688

481,480
402,235

(172,834)
(15,857)
11,481
64,519

3,244
2,949
9,139
3,546
8,542
1,440
△ 54
7,157
8,267

15,424

462,628 
439,874 

(360,605)
21,490 

(24,261)
1,262 

442,134 
372,712 

(193,554)
(16,420)

4,416 
64,686 

318 
20,493 

502 
5,066 

15,928 
5,793 
△ 351 
10,485 
10,624 
21,110 

経 常 損 益 の 部  

特 別 損 益 の 部  

N I P P O N K O A  I N S U R A N C E中間単体要約財務諸表  

中間単体要約財務諸表 4
中間単体貸借対照表 （単位：百万円） 

中間単体損益計算書 （単位：百万円） 
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中間連結要約財務諸表  

金　　額 科　　目 

前中間連結会計期間末 
（平成１６年９月３０日現在） 

当中間連結会計期間末 
（平成１７年９月３０日現在） 

（資産の部） 

現 金 及 び 預 貯 金  

コ ー ル ロ ー ン  

買 入 金 銭 債 権  

金 銭 の 信 託  

有 価 証 券  

貸 付 金  

不 動 産 及 び 動 産  

そ の 他 資 産  

繰 延 税 金 資 産  

貸 倒 引 当 金  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資 産 の 部 合 計  

144,509
13,000
20,646
73,618

2,508,876
359,221
151,381
173,562

10
△ 7,404

3,437,422

172,705 
5,000 

21,959 
90,303 

2,698,291 
320,741 
140,679 
165,792 

11 
△ 5,390 

3,610,093 

金　　額 科　　目 

前中間連結会計期間末 
（平成１６年９月３０日現在） 

当中間連結会計期間末 
（平成１７年９月３０日現在） 

（負債の部） 

保 険 契 約 準 備 金  

そ の 他 負 債  

退 職 給 付 引 当 金  

賞 与 引 当 金  

特 別 法 上 の 準 備 金  

（ 価 格 変 動 準 備 金 ） 

繰 延 税 金 負 債  

連 結 調 整 勘 定  

負債の部合計 

（少数株主持分） 

少 数 株 主 持 分  

（資本の部） 

資 本 金  

資 本 剰 余 金  

利 益 剰 余 金  

そ の 他 有 価 証 券 評 価 差 額 金  

為 替 換 算 調 整 勘 定  

自 己 株 式  

資本の部合計 

負債、少数株主持分及び資本の部合計 

2,731,948
76,056
38,301

6,563
10,680

(10,680)
3,324
1,466

2,868,341

291

91,249
46,703

156,915
282,559
△ 3,267
△ 5,370
568,789

3,437,422

2,708,745 
95,961 
39,436 

6,461 
14,434 

(14,434)
62,490 

1,173 
2,928,700 

308 

91,249 
46,704 

166,790 
391,323 
△ 2,958 
△ 12,024 

681,084 
3,610,093 

金　　額 科　　目 

前中間連結会計期間 
（平成１６年４月１日～ 
平成１６年９月３０日） 

当中間連結会計期間 
（平成１７年４月１日～ 
平成１７年９月３０日） 

（資本剰余金の部） 
資 本 剰 余 金 期 首 残 高  
資 本 剰 余 金 増 加 高   
自 己 株 式 処 分 差 益  

資 本 剰 余 金 中 間 期 末 残 高   
（利益剰余金の部） 

利 益 剰 余 金 期 首 残 高    
利 益 剰 余 金 増 加 高    
中 間 純 利 益  
そ の 他 利 益 剰 余 金 増 加 高  

利 益 剰 余 金 減 少 高  
配 当 金  
役 員 賞 与 金  
そ の 他 利 益 剰 余 金 減 少 高  

利 益 剰 余 金 中 間 期 末 残 高   

46,702
0
0

46,703

156,143
7,131
7,131
－ 

6,359
6,175

30
153

156,915

46,703 
0 
0 

46,704 

163,187 
9,748 
9,733 

14 
6,144 
6,099 

44 
－ 

166,790 

中間連結要約財務諸表 
中間連結貸借対照表 （単位：百万円） 

中間連結剰余金計算書 （単位：百万円） 
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N I P P O N K O A  I N S U R A N C E

ご自宅での火災発生を防止いただけるように、 
いくつかのケースをご紹介いたします。 

金　　額 科　　目 

前中間連結会計期間 
（平成１６年４月１日～ 
平成１６年９月３０日） 

当中間連結会計期間 
（平成１７年４月１日～ 
平成１７年９月３０日） 

経 常 収 益  

保 険 引 受 収 益  

（うち正味収入保険料） 

資 産 運 用 収 益  

（うち利息及び配当金収入） 

そ の 他 経 常 収 益  

経 常 費 用  

保 険 引 受 費 用  

（うち正味支払保険金） 

（うち損害調査費） 

資 産 運 用 費 用  

営業費及び一般管理費 

そ の 他 経 常 費 用  

経 常 利 益  

特 別 利 益  

特 別 損 失  

税 金 等 調 整 前 中 間 純 利 益  

法 人 税 及 び 住 民 税 等  

法 人 税 等 調 整 額  

少 数 株 主 利 益  

中 間 純 利 益  

515,398
486,730

(367,904)
27,286

(25,933)
1,381

512,312
429,332

(173,735)
(15,887)
11,493
68,211
3,275
3,085
9,139
3,591
8,633
1,546
△ 75

31
7,131

499,562 
474,558 

(365,136)
23,928 

(26,465)
1,076 

479,573 
403,943 

(195,742)
(16,899)

4,489 
70,783 

356 
19,989 

502 
5,123 

15,367 
5,876 
△ 266 

24 
9,733 

経常損益 
の部 

特別損益 
の部 

金　　額 科　　目 

前中間連結会計期間 
（平成１６年４月１日～ 
平成１６年９月３０日） 

当中間連結会計期間 
（平成１７年４月１日～ 
平成１７年９月３０日） 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー 
 
Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー 
 
Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー 
 

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る 
 換算差額 
 
Ⅴ 現金及び現金同等物の増加額 
 

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 
 
Ⅶ 現金及び現金同等物の 
 中間期末残高 

47,608 

△ 52,199 

△ 6,291 

△ 65 

△ 10,946 

153,399 

142,452 

43,485

△ 17,596

△ 6,178

244

19,955

141,861

161,817

寝タバコで出火、死因は一酸化炭素中毒。 

コードレス電話で別室で長電話、 
てんぷら鍋から出火。 

　お酒に酔って帰宅した後、自室で寝ながら吸ったタバコの
火が敷き布団に落下。本人は気付かずにそのまま就寝して
しまい、後に火災となり本人は亡くなってしまいました。 
　この火災での死因は焼死ではなく、無炎燃焼による一酸
化炭素中毒死でした。 

タバコを吸う場所、タバコの火が消えたことの確認を日頃
から注意することが重要です。 

出入口や通路近くにストー
ブを置かない、周りに燃え
やすいものを置かないなど、
日頃の気配り・注意が重要
です。 

　コードレス電話で友人と話し
ながら、てんぷら鍋をガス台に
かけ点火。別の部屋に移動して
話し込んでいるうちにてんぷら
鍋から炎が。気付いた時には消
化が間に合わず、キッチン部分
を焼損してしまいました。 
 

防災アドバイス 

中間連結キャッシュ・フロー計算書 （単位：百万円） 

中間連結損益計算書 （単位：百万円） 

万一の火災に備える 
 

ストーブの火が服に、消火しきれずに火傷。 
　お年寄りが１人で留守番を
しているときに、ストーブに
服が接触してしまい着火。消
火に手間取り、火傷を負って
しまいました。 
 

POINT

POINT

火災防止機能など安全装置
付きの調理器具の活用、コン
ロ周りの整理、火を使ってい
ることの自覚など、日頃の気配
り・注意が重要です。 

POINT
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ステートストリートバンクアンドトラストカンパニー 

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 

ザチェースマンハッタンバンクエヌエイロンドン 

メロンバンクトリーティークライアンツオムニバス 

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 

100,415 

46,253 

45,350 

40,103 

36,195

12.0 

5.5 

5.4 

4.8 

4.3

株主名 持株数（千株） 持株比率（%） 

日本通運株式会社 

株式会社常陽銀行 

ザバンクオブニューヨークトリーティージャスデックアカウント 

内外汽船株式会社 

太陽生命保険株式会社 

35,560 

24,990 

23,641 

20,000 

18,203

4.3 

3.0 

2.8 

2.4 

2.2

株主名 持株数（千株） 持株比率（%） 

発行する株式の総数 1,479,966千株 

発行済株式の総数 833,743千株 

株主数 19,564名 外国法人等 
32,064万株（38.4%） 

金融機関 
31,019万株（37.2%） 

その他の法人 
10,640万株（12.8%） 

個人・その他 
9,510万株（11.4%） 

証券会社 
139万株（0.2%） 

出来高（千株） 

03/4 5 6 7 8 9

40,000
50,000

20,000
30,000

10,000
0

株価（円） 日経平均（円） 

2,000

0

400

300

4,000500

6,000600

8,000700

10,000800

12,000900

14,0001,000

当社株価 日経平均株価 

当社株式出来高 

10 11 12 04/1 2 3 4 5 6 7 8 9 11 12 05/1 2 3 4 5 6 7 8 9 1010

株式の状況・株式の分布状況・大株主・株価の推移・会社概要・役員  

株式の状況・株式の分布状況・大株主・株価の推移・会社概要・役員 1
株式の状況 （平成17年9月30日現在） 

大株主 （平成17年9月30日現在） 

株価の推移 

株式の分布状況 （平成17年9月30日現在） 

6
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N I P P O N K O A  I N S U R A N C E

社 名  

所 在 地  

創 業  

資 本 金  

日本興亜損害保険株式会社 

東京都千代田区霞が関三丁目7番3号 

明治25年 

912億円 

店 舗 数  

損害サービス拠点数 

代 理 店 数  

従 業 員 数  

国内（支店・支社・営業所）298店　海外25店 

187か所 

38,863店 

8,290名 

代 表 取 締 役 社 長  
首 席 執 行 役 員  

代 表 取 締 役  
副 社 長 執 行 役 員  

代 表 取 締 役  
副 社 長 執 行 役 員  

取 締 役  

取 締 役  

取 締 役  
専 務 執 行 役 員  

取 締 役  
専 務 執 行 役 員  

専 務 執 行 役 員  

常 務 執 行 役 員  

常 務 執 行 役 員  

常 務 執 行 役 員  

常 務 執 行 役 員  

常 務 執 行 役 員  

取 締 役  
常 務 執 行 役 員  

常 務 執 行 役 員  

取 締 役  
常 務 執 行 役 員  

常 務 執 行 役 員  

常 務 執 行 役 員  

常 務 執 行 役 員  

常 務 執 行 役 員  

取 締 役  
執 行 役 員  

執 行 役 員  

執 行 役 員  

執 行 役 員  

執 行 役 員  

執 行 役 員  

執 行 役 員  

執 行 役 員  

執 行 役 員  

執 行 役 員  

執 行 役 員  

執 行 役 員  

監 査 役（ 常 勤 ） 

監 査 役（ 常 勤 ） 

監 査 役（ 常 勤 ） 

監 査 役  

監 査 役  

 

松　澤　 　　建 
 
篠　　　 義　明 
 
兵　頭 　　　誠 
 
石　川 　達　紘 
 
岡　部　 正　彦 
 
武　田　 幸　雄 
 
角　川　 与　宇 
 
有　村　 俊　一 
 
堀　 　　和　博 
 
　　木　 盛　文 
 
岡　田　 良　治 
 
森　本　 弘　義 
 
萩　原　 英　昭 

橋　本　 和　生 
 
森　高　 敏　明 
 
二　宮　 雅　也 
 
木　元　 修　一 
 
篠　原　 哲　夫 
 
市　橋　 良　紀 
 
山　口　 雅　司 
 
田　吉　 和　義 
 
古　川　 信　一 
 
鈴　木　 貞　三 
 
橋　本　 明　久 
 
吉　倉　 健　一 
 
渡　部　 康　雄 

吉　森　 彰　宣 
 
山　田　 哲　也 
　 
藤　井　 康　秀 
 
土　田　　 　勲 
 
熊野御堂 　　厚 
 
角　屋　 吉　昭  
 
荘 　　　敏　幸 
 
石　井　　　 憲 
 
下　井 　健　守 
 
吉　池 　正　博 
 
志　賀 　こず江 
 

株主メモ 

3月31日 

4月1日から4か月以内に開催いたします。 

3月31日の最終の株主名簿に記載された株主 
（実質株主名簿に記載された実質株主を含む） 
にお支払いいたします。 

東京都千代田区丸の内一丁目4番5号 
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 

〒137-8081 
東京都江東区東砂七丁目10番11号 
三菱UFJ信託銀行株式会社  証券代行部 
電話  0120-232-711（フリーダイヤル） 

三菱UFJ信託銀行株式会社　各支店 
野村證券株式会社  本店、 各支店 

3月31日 
 
 
東京都において発行する日本経済新聞 

決 算 期 日 

定 時 株 主 総 会  

配 当 金  
 
 

名義書換代理人 
 

同 取 次 所  
 

基 準 日  
 

公 告 掲 載 新 聞  

お願い ：お届け印の改印・住居表示の変更・ご転居の際は、お早めにお手続きください。 

当社は、貸借対照表及び損益計算書を決算公告に代えて 
当社のホームページに掲載しております。 
ホームページアドレスは次のとおりです。 

http://www.nipponkoa.co.jp/ir/

その他必要のある場合は、取締役会の決議により 
あらかじめ公告いたします。 

N I P P O N K O A  I N S U R A N C E

会社概要 （平成17年9月30日現在） 

役　員 （平成17年12月15日現在） 

お知らせ ［　　　］ 郵便物送付先 
及 び連絡先
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